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治療 を開始 した が，脳 圧 充進症 状が 進行，ＣＴ 上も 濃瘍

腔の拡 大 を認め たた め， 第２３病 則こ脳 外科的 に穿 翔排

膿 術 を 施 行 し た． 培 養 の 結 栗， ２ 種 類 の 嫌 気 性 菌，

Ｐ 桝ｏ飾 桝０６０εＣ伽 刎 加ｏ∫ と 肋 肋 〃 淋 カ書検 出 さ れ

た． 計 ４ 圓 の 排 膿 を 施 行， 薬 斉一感 受 控 の 結 果 よ り，

ＬＭ ＯＸ と ＰＡＰＭ／ＢＰ を 選 択 し た． ＬＭ ＯＸ の 膿 瘍 内

濃 度 を 測 定 し た と こ ろヱ９μｇ／ｍｌ （ＭＩＣ ０，０５μｇ／ｍ１以

下） で あ り， 膿 瘍 内 に 充 分 移 行 し て い る と 考 え ら れ た
．

ま た，ｒｈＧ－ＣＳＦ 斉肋ミ好 中 球 減 少 の み な ら ず 正 常 好 中 球

の 機 能 を 高 め る と い う 作 用 を 利 用 し 投 専 開 始 し た． 現

在弓１き 続き 治療 中で ある 批 膿 瘍 は ＣＴ 上完 全に 被膜

化 さ れ， 縮 小 傾 向 に あ る．

１玉． 加 齢 に よ る 肌 脆 ｏあα 肋 ｒ 〃１ｏｒ…（Ｅｐ） 除 菌 率

低下 につ いての 検討

（成 人 医 学 セ ンタ ー，
１青 山 病 院）

秋 本 真 寿 美 ・ 橋 本 洋 ・ 新 見 晶 子 ・

北 村 容 子 ・ 大 渕 美 帆 子 ・ 安 達 由 美 子 ・

安 都 康 二 ・ 石 黒 久 貴Ｉ・ 土 谷 ま り 子 ・

渡 遡 七 六 ・ 粟 原 毅’・ 前 田 淳 ・

重 本 六 男 ・ 山 下 克 子 ・ 横 凶 泉

カ頸齢 と Ｈｐ 除 菌 療 漆 の 成 功 率 の 関 係 を 検 討 し た．

〔対 象 と 方 法〕３０～７８歳 の５０例， 使 用 薬 翻 は ラ ン ソ プ

ラ ゾ ー ル６０㎜ｇ＋ ク ラ ル ス ロ マ イ シ ン８０⑪㎜ｇ， 疾 患 は 罵

潰瘍 ８ 楓 胃 十二 指腸 潰瘍王７例， 十二 指湯 潰瘍１０例，

胃 炎 ４ 例 で あ る． 除 菌 の 判 定 は 除 菌 療 法 終 了 後 ４ ～ ６

遇 後 に 内 視 鏡 検 査 に て 培 養，
ＣＬＯ テ ス ト， 鏡 検 を 行 う

と と も に， 同 日 の 内 視 鏡 検 査 前 に１℃ 呼 気 テ ス ト を 施

行 し た、 そ し て い ず れ も 陰 性 を 除 菌 成 功 例 と し た． な

お 呼 気 テ ス ト は ７ パ ー ミ ル 末 満 を 陰 性 と し た． ま た 菌

培養 より 薬剤 耐牲 を検 索 した．

〔結 果〕 除 菌 率 を 表 に 示 し た
．

〔考案〕 各 検査 での除 菌率 の 違い は菌量 低下 によ り，
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驚 粘 膜 を 生 検 す る 方 法 で は， Ｈｐ 検 出 は 困 難 で あ るカミ，

胃 内全体 の 菌量 を反 映する 呼気 テス ト ではか なり 検出

可 能 な 例 が あ り， 除 菌 後 の 評 緬 法 と し て 呼 気 テ ス ト 頒

優 れ て い る． 樹 こ高 齢 者 で は 葬 侵 襲 的 で も あ り 適 し て

い る と 思 わ れ る． 高 齢 者 は 長 期 感 染 の 経 過 申 の 種 々 の

薬 翻 の 使 周 の た め 薬 瀞 耐 惟 菌 は 増 加 し た と 考 え ら れ，

そ の 結 築 と し て 除 菌 率 低 下 を も た ら し た と 考 え た． こ

れ に 対 し て は 高 齢 者 で は 特 に 耐 陸 を 検 査 し た 後， 除 菌

療 浅 を 施 行 す べ き と 恩 わ れ る
．

ぼ とめ〕①以上 が ら除菌 判定 では 正確さ， 非侵襲 性

か ら 呼 気 テ ス ト が 有 用 で あ っ た．
② 高 齢 者 で は 除 菌 前

の 磁 性 菌 の 検 索カミ必 要 と 思 わ れ た．

１２
．

副 鼻 腔 に 関 遵 す る 蕗 痛 に つ い て

（第二病 院耳 鼻 晒喉 科）

高 野 信 也 ・ 荒 牧 元 ・ 岡 樹 由 美 子

頭痛 や顔 薗痛 を訴 え耳 鼻科 を受診 する 患者 は多 い．

今 回 我 々 は 翻 鼻 腔 と 関 違 す る 湊 痛 に つ い て 検 討 し た の

で 報 告 す る．

〔対 象〕１９９３年 １～１２月 まで に頭痛 また は顔 面痛 を主

訴 と し て 当 科 を 初 診 し た 症 例 は９２例 で あ り， そ の な か

で 副 鼻 腔カミ関 連 し た８３例 を 対 象 と し た．

〔結 果〕 男 性考９例， 女 性３３例 で 平 均 年 齢 は３ユ．９歳 で

あ っ た． 罹 患 側 は 』 側 性 が６雀例， 両 側 性 洲 ８例 で あ っ

た． 原 因 疾 患 は 急 性 副 鼻 腔 炎７７例（９２．８％）， 歯 性 上 顎

洞 炎 ４ 例 （近．８％）， 三 叉 神 経 痛 ２ 例 （２，４％） で 上 顎 腫

瘍 や 外 傷 例 は 認 め な か っ た．急 性 副 鼻 腔 炎２０２例 中 頭 痛

ま た は 顔 面 痛 を 訴 え た 症 例 は８１例 （４０．１％） で あ っ た
．

］側例 で は頼部 痛 は上顎 洞， 両鰯 牲で は前頭 部痛 は前

頭 洞カミ原 因 で あ る こ と が 多 か っ た．

融 鼻 腔 と 関 違 し た 特 殊 な 淀 例 と し て Ｖｉｄｉａｎ 神 経 痛

を １ 例 経 験 し た の で 提 示 す る．

〔症 例〕６８歳 女 性 主 婦
．

豆９９４隼 ２ 月 頃 か ら 鼻 閉 後

に 左 顔 面 痛 を お こ し， 繰 り 返 し 当 科 を 受 診 し 淀．ＣＴ に

て右 上顎 湖こ陰影 を認 めたが， 上 顎洞 穿刺細 砲診 で は

ＣｌａｓｓＩ で あ り， 顔 面 痛 と は 無 関 係 で あ っ た． 婆 痛 発 作

時 に 申 鼻 道 を キ シ ロ カ イ ン で 麻 酔 す る と 湊 痛 は 軽 減 し

た． Ｔｒ１ｇｇｅｒｐｏｉｎｔ 沸 中 鼻 道 で あ り， 疾 痛 も 激 し い 時 は

頸 部 か ら 胸 郡 ま で 落 痛 を 認 め る こ と か ら Ｖ 熾ａｎ 神 経

痛 と 診 断 し た． 上 顎 神 経 ブ ロ ッ ク を ４ 回 施 行 し， Ｃａｒ－

ｂａｍａｚｅｐ｛ｎ の 内 醒 で コ ン ト ロ ー ル 可 能 と な っ た た め

現 在外来 にて 経過 観察 中で ある．

非 定型 的顔 面痛 や頭痛 の 原因と して 主に 副鼻 腔が麦

げ られる が， 副鼻 睦内 の悪性 獲瘍 や他 疾患 によ り生し

る 可 能 性 も あ り， 耳 鼻 科 的 な 検 索 も 必 要 と 考 え る．

１３
．

食 道発 声お よび 電気 喉頭発 声患 老の 呼吸筋 の働

き

（呼吸器 内科）

須 藤 孝 子 ・ 吉 野 克 樹 ・ 金 野 公 郎

（耳 鼻魑 喉科）

一 卑５８ 一



６７

今 燕容 子・ 吉漂 俊雄・ 石丼 哲爽

帽 鋤 呼汲 鱗⑳ 働き１こ１ま嬢気 機能 と姿 勢の保 持帯 発

声 な どの非鍍 気機 能が 彰簑， 発 剤ま呼吸 筋紀よ って 調

節 さ れ 次 呼 気 フ 秘 一１ 砧 り 行 杓 扱 る．
一 方， 喉 顕 摘 出

懲 讃曽）発 剤嚢麓遼 発簿 帯電 氣燦 頭発 薄 で茄り， 肺 気遺

籍 ＆ は 闘 係 な く 行 杓 批 る． 今 鰯， 暇 頚 鏑 繊 慈 籍 の 発 滞

ぱ おけ 葛騨 汲筋 の働 削こ 似 双 糠講 し花．

〔対 象およ び 汚 渕 嚇 翻嚢燦顕 金摘 鐙， 気鷲 棚粥 灘 で

呼 吸 し，禽 遺 発 薄 帯 竃 気 篠 頚 発 声 を 符 っ て｝｝る 患 讃 で，

簿 憲文 章の 鯛読 縛の蕎 パラ メ ーター 凄瀬淀 し淀． 測定

パ ラ メ ー タ ー１ま 二 皿 一 受 タ コ メ ー タ１こよ る 叫 気 管 切

開 部 の 気 流 遼 霞， 気 流 董， マ ダ 泳 ツ ト メ ー タ に よ る 胸

部， 腹 部 の 働 き， 各 畷 畷 筋 の 表 爾 鰯 電 蟹 で あ る． 豪 た

一 般鮪 機能， 呼駿筋 カ 慨 狸， 脳 艀｝ も 測定 した．

〔結 粟〕① 食 遣発声 会話 串， 服 ｃｌま安 静換 気に比 し低

下 した
． Ｃ紬ＳｔＷ 鋤 εＯ滅 騨 漱 妻㈱ も 陶 壁， 腹 壁 が 内 方

変 位 し 花、 ② 発 声 直 戴， 薯 窮 養 腹 壁 外 方 変 位 と と も に，

口腔 気量 変他 く食遺 撰気事 を安 静 時の 蝸 の 気管切 開［コ

気鐙 変化 ㈱ 換 気） を認 め浸． ③ 発 剤ま畷 気中間 より，

腹 壁 の 薯 明 蓉 肉 芳 変 地 と を も１こ鰯 婚 し 液
． ④ 禽 遺 発 声

上 達 讃 は 畷 気， 駿 気 鱗 苅 を 繍こ強 か っ 花． ⑥ 竃 気 喉 頭

発 剤 ま蹄 帯 発 滞 と 濁 様 め 磁 級 湘１１Ｃｏ械 ｇｕｒａｔ１ｏ珊 を

添 し た
．

ほ と め〕麓 艦発 剤 訟 嚢 ず鰹蟹 登肉 湾愛 倣慈 せ ＫＲｃ

を 懲鰯 撤こ 刊夕， こ⑳ 災発夕施 艇 つて 纏 蟹瀞 外苑 変舷

慈ぜ て 驚 榊ζ空 気登蕎 筑 そ して鰻 雛馨 収繍慈 ぜ 腎内

の 墾 気 登 擁 艶 さ せ 発 群 源 を 貧 る ご 恕 淡 添 唆 さ れ た． 電

気 瞭頭 発 剃ま上 気遺 ソロー か 亀串枢 への フィ ー ドバッ

ク コン トむ 一 洲ま 勧 功 将 綴筋 の動 きは 声帯 発芦 同様

で あ り， 呼 鮫 籔 の 魏 き 秘 縛 酸 学 枢１こプ ロ グ ラ ミ ン グ さ

れ て い る こ と 秘 示 暖 さ 扱 淀．

１４． 急激 な図 肢マ とを呈 し た頚獲 推聞 板ヘ ルニ アの

１ 例一 単縛 Ｘ 線写 真と 蕊 翻 の有 馬牲 一

（第 二 病 饒 倣 難 線 科，
皇脳 外 科，

納 科 Ｕ 横 山 結 子１・

小 野 蜜 子三・ 濁 合 千 璽丑・ 岩 井 恵 塁 子１・

塩 沢 敦 子三・ 欝 艶 洗 儲 ・ 萩 原 信 司２・

富 繊 宰 太空・ 紳 保 繋 ・ 和 蘭 牽 子ヨ

症 例 は 郷 歳 鍔 獲。
§ 湾 月 翻 か ら 縛 夜 鴛 刺 こつ 慧 刺 さ

る よ う な 痛 み 秘 慈 る 漢 刻こ漆 っ 恕 秘 放 蟹， ８…葺 前 よ り

爾 下 鮫 の シ 凄 い 感 妙 あ 簿， そ の 亙 鐵 後尋こは 渉 行 不 能 と

な っ て， 救 葱 靭 ζて 繊 院 へ 入 腕 し 淀． 閲 腕 に 叉， 脳 脊

髄液 の蟹 禽細鰹 鱗 灘妙認 め ら 松 ギ災 ンバ レー 症候騨

と し て， ５ 獲 闘 ⑳ ス 業 顯 イ 汽 療 滋 登 劉 夕稔 秘 効 築 は な

く， マ と は 上 行 して 上 駿１こ 豪 で 及 ん 潜 浸 め， 当 院 約 科

へ 転 送 さ 祝 淀、

入 院時 の神 経学 駒蕨 箆で は ｃ 似 下 の完 金 運動 マ ヒ，

Ｃ。以 下 の 鰯 箆 麟 警 嚇 あ り， 馨 い ・頚 灘 癩 を 訴 定 て い

た． 髄 液 は繍 鰹 数 蝸， 蟹 齢 循 で，
末 楮 斑 の 禽 血 球

１３，迅０⑪， Ｃ 服 ２ ㈱ で 謝 聖， そ ⑳ 繊 ζ 鮒 機 雛 鱗 欝 淡 認 め

ら れ 花． 頚 権 難 繍 Ｘ 線 織 鰺 ＆ Ｃγ 捗 灘 行 慈 狐 Ｃ豊～Ｃ。

の ０Ｐ篶いこ談 る欝 糠欝 狭穣 鉢認紡 ら孝映． 頚 糠総攻 び

胸 権 ＭＲＩ で，ｃ榊の 権閥板 へ汐 ㌫ 列こ漢 る欝 髄の 薯明

な 圧 雛，こ 批 ぷ り 上 芳 で の 串 心 欝 の 鉱 彊 秘 認 め ち 批 た．

直 削こ椎 問板 ヘ ル ニ ア妾こ蹴 して 葡 芳 験姜 衡 秘 施 行 さ

れ， 突 出 した 権 聞 板 は 除 去 さ 扱 淀 紬， 脊 髄 の 鐘 動 は 回

復 し なかった
． 術後 約婁遜 閥 で上駁 の筋 郷ま著明 な改

善 を み たカミ下 肢 の 鋤 覚 運 動 障 書１ま 圏 定 し て い る．

脊 髄 横 断 症 状 は， 騒 瘍， 斑 管 障 害， 炎 症， 権 間 板 ヘ

ル ニ ア な どカ 源 因 で 起 こ る 翁， 繭 ３ 翻 こ対 し て 後 者 部

原 因 で あ る こ と は 娩 較 駒 妙 餓 ・．
し 秘 し な 淡 ら， 稚 間

板 ヘ ルニア は ごく一 般約 凄痛 態 であ簑， 脊 権管 狭察 が

あ る 場 創 こは こ れカ書脊 髄 横 麟 寝 状 ⑳ 療 錘 と な る こ と は

容 易 で あ る． 単 純 沢 線 寡 勲 ま脊 権， 脊 構 管 の 状 態 を 示

す た め 第 ユ１こ 行 杓 れ る べ き 検 養 で あ 篶 脳 蹴 １こ て 構 闘

板ヘ ルユ ア， その 他の属 潅健 溝 変の有 難呂 驚髄 の状 態

を確 認 し， 療 状池螺 化 し恕場 禽１窒磁 切こ適鰯な 漁擦 漆

登 選 択 す る こ お 淡 必 嚢 で あ る．

１５
．

篤 蹄 腎を伴汚 炎縫 憧鰻 灘 爽動 豚瘤⑳ 亘瀦 験例

（鰯 躍欝 外科）

稼 澤 寧 澄 ・ 欝 箆 蔑 乏 ・ 串 野 秀 昭 ・

犬 塚 蕎 郎 ・ 乎 勢 灘 抱 ・ 小 誇 拳 治 鄭 ・

俊藤蒜 機・ 橋零 弱致 ・小 柳 仁

馬 瞬 腎を伴 う大 動 賑炎１こ漢る 鰻部 大動 脈 翻こ蹴 して

人 工血管 置換 術 を施 行し亨 長籔 な繕 果を 得淀 ので 報告

す る．
患 者 は６９歳 の 男 健

．
発 勲 お よ 汐 関 節 痛 を 主 訴 と

して近 医受 診 し， 体 重減砂 およ び鰻 級 こ鎗動 健の 腫瘤

を 認めた た め当 科受 診 し， Ｃ η こて馬 鰯 警 を伴 う 腹部

大 動脈 瘤 （Ａ冷Ａ） を認 めた． 洛魚 拙ま偽 控大 動脈 瘤の

形 態 を 呈 し て お り，蒙 た 入 院 蒔 よ 簑 抗 生 灘 無 効 の 発 熱，

白 血 球 増 多， ＣＲＰ 強 陽 性 秘 続も 峡 花 め， 大 動 脈 炎１こよ

る 腹部 犬動 脈癩 を疑 っ花． 滋 管遼 影で は姦 奮腎動 脈 下

に ＡＡＡ を 認 め， 驚 動 賑 滋 よ 籔 尿 管 ⑳ 翁 駿 翼 常 は 認 め

な か っ だ． 季 術 蘇 屍 で 臨 腸 管 の 癒 慧 串 災災Ａ 燭 鰯 の 線

維 縫 織 の 増 生 な ど１凄綴 ぬ ず， 淡淡淡 １蔦 糟 蟹 於 一部 次 欄

した偽 篠犬 動脈 綴 の影態 登墨 し れ 沈． 癬 の瞭 棚員㈱

よ び球 梢 働の 蜘蟹 は勤蘇 鰻他 毅認 紡。 斑及 搬こ纏常 灘

にて吻 合 し花． 病 耀纏織 で大 灘綴 蟹１こ弊縛 翼駒 な炎 症

一 蝸９一


